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⼟壌・地下⽔調査の⽅法 
地質調査業では，⼯場などで使⽤されている有害物質の地下⽔浸透を原因とする

⼟壌と地下⽔汚染の状況や汚染メカニズム把握のための調査を実施しています。法

令関係では，平成 15 年に施⾏された⼟壌汚染対策法により⼀定の機会を設けて⼟

壌汚染の状況が把握できる仕組みが作られ，また東京都では平成 13 年に，東京都

独⾃の条例（都⺠の健康と安全を確保する環境に関する条例）において，⼟壌地下

⽔汚染に対する調査契機や汚染⼟壌対策の機会を設けています。 

ここでは，実際，現場で実施されている⼟壌・地下⽔調査技術について解説して

いきます。 
 

■⼟壌地下⽔調査の⽅法例 
対象項⽬ 対象物質 調査⽅法 結果の利⽤ 

第⼀種特定有害物質 テトラクロロエチレン，

ベンゼン，四塩化炭素な

どの揮発性有機化合物  

12 項⽬ 

⼟壌ガス調査 汚染平⾯範囲の把握 

ボーリング調査 汚染深度範囲の把握 

検知管調査 汚染平⾯範囲の把握(簡易) 

公定法分析 基準照合 汚染の有無 

簡易分析 現地での汚染有無迅速判断 

地下⽔調査 地下⽔汚染の有無 

第⼆種特定有害物質 カドミウム，鉛，⽔銀な

どの重⾦属  

9 項⽬ 

表層⼟壌調査 汚染平⾯範囲の把握 

ボーリング調査 汚染深度範囲の把握 

公定法分析 基準照合 汚染の有無 

簡易分析 現地での汚染有無迅速判断 

地下⽔調査 地下⽔汚染の有無 

第三種特定有害物質 有機りん，シマジンなど

の農薬類や PCB 

5 項⽬ 

表層⼟壌調査 汚染平⾯範囲の把握 

ボーリング調査 汚染深度範囲の把握 

公定法分析 基準照合 汚染の有無 

地下⽔調査 地下⽔汚染の有無 
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■⼟壌汚染調査の⽅法例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典︓中⼩事業者のための⼟壌汚染対策ガイドライン 東京都環境局） 
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■⼟壌採取などの調査⼿順の解説 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   ハンマードリル削孔 ボーリングバー削孔    ⼟壌ガス採取        現地での GC 分析 

⼈⼒による表層⼟壌採取 

⾃⾛式ボーリングマシン

によるボーリング調査 

公定法分析（ICP－MS） 

公定法分析(HS-GC/MS） 

【⼟壌ガス調査の⼿順】 

【⼟壌採取と公定法分析の⼿順】 

⼟壌・地下⽔の採取試料 

地下⽔の採取 
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■⼟壌汚染に関する基準（2021 年 4 ⽉） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典︓中⼩事業者のための⼟壌汚染対策ガイドライン 東京都環境局） 

 

 


